
 

 
 

 

原子炉本体の基礎の耐震重要度分類について 

 

１．はじめに 

 原子炉本体の基礎はⅤ-1-2-1 原子炉本体の基礎に関する説明書において，耐震重要度分

類を「Sクラス相当」と記載している。本資料はこの理由について説明する資料である。 

 

２．既工認における取り扱い 

 原子炉本体の基礎は原子力発電所耐震設計技術指針 重要度分類・許容応力編（ＪＥＡＧ 

４６０１・補-1984）の分類例おいて，原子炉圧力容器等の間接支持構造物と分類されてお

り，既工認においても間接支持構造物として取り扱っている。 

 一方で，原子炉本体の基礎は間接支持構造物の機能に加えて，ドライウェルとサプレッシ

ョンチェンバの圧力境界となる機能も有しているため，既工認において S クラスと同等の

評価を実施している。 

 

３．本申請における取り扱い 

 本申請においても，既工認における整理を踏襲し，間接支持構造物として分類するが，評

価としては S クラスと同等の評価を実施することとし，原子炉本体の基礎に関する説明書

の耐震計算上は，「Sクラス相当」と記載することとする。 
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